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消
防
事
務
の
委
託
に

つ
い
て
の
規
約
で
は
委

託
期
限
、
委
託
地
域
の
明
記
が

な
く
平
成
２３
年
１
月
の
覚
書
で

締
結
す
る
と
聞
い
た
が
、
そ
の

時
点
で
規
約
変
更
や
財
産
処
分

等
に
支
障
は
生
じ
な
い
の
か

後
日
の
覚
書
の
内
容

が
は
っ
き
り
し
な
い
と

今
回
の
議
決
は
出
来
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
議
決
後
の
連

絡
会
議
の
中
で
両
市
長
、
副
市

長
、
部
長
、
消
防
長
等
で
審
議

し
確
認
を
必
ず
取
り
、
２
年
間

で
旧
相
良
町
地
域
限
定
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

規
約
に
委
託
期
限
を

平
成
２５
年
３
月
３１
日
と

明
記
で
き
な
い
か

牧
之
原
市
と
協
議
し

た
上
で
、
委
託
期
限
と

委
託
地
域
の
明
記
が
可
能
か
に

つ
い
て
は
預
か
ら
せ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

回
答
は
い
つ
に
な
る

の
か
。
１２
月
１７
日
の
議

会
運
営
委
員
会
ま
で
に
は
っ
き

り
し
て
く
だ
さ
い

相
手
が
あ
る
こ
と
な

の
で
は
っ
き
り
言
え
ま

せ
ん
が
、
牧
之
原
市
の
委
員
会

審
議
が
終
わ
っ
て
い
れ
ば
不
可

能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

電
気
自
動
車
の
充
電

ス
タ
ン
ド
を
設
置
す
る

と
聞
い
た
が
、
電
気
自
動
車
を

購
入
し
た
の
か

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
若
芽

の
会
」
か
ら
寄
贈
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
電
気
自
動
車
の

購
入
を
考
え
て
い
る
か

現
在
は
高
価
で
す
が

将
来
の
価
格
動
向
を
見

て
方
針
を
考
え
ま
す
。

充
電
ス
タ
ン
ド
は
市

民
も
使
え
る
の
か

考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。道

路
補
修
業
務
の
詳

細
は今

後
１
０
０
ヶ
所
以

上
の
補
修
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

組
合
規
約
変
更
に
つ
い
て

ゴ
ミ
焼
却
場
と
火
葬
場
の
組

合
関
係
も
考
慮
し
て
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
に
慎
重
な
対
応

を
行
う
と
い
う
意
見
で
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

消
防
事
務
委
託
に
つ
い
て

こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
委
員

会
を
数
日
に
わ
た
り
行
い
ま
し

た
。
主
な
論
点
と
し
て
は
委
託

期
限
を
平
成
２５
年
３
月
３１
日
に
、

委
託
地
域
を
旧
相
良
町
地
域
に

限
る
と
い
う
事
や
御
前
崎
市
新

消
防
庁
舎
を
平
成
２５
年
４
月
１

日
に
は
運
用
開
始
を
す
る
こ
と

な
ど
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。
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委
員
間
で
の
討
議

総
合
計
画
策
定
（
中
間
見
直
し
）
に
つ
い
て

後
期
基
本
計
画
の
全
体
構
成
、
施
策
体
系
図(

案)

、
実
施
計
画

書
（
案
）
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

＊
後
期
基
本
計
画
の
全
体
構
成

一．

基
本
構
想

二．

基
本
計
画

第
一
部
　

第
一
章
　
後
期
基
本
計
画
の
概
要

第
二
章
　
計
画
の
背
景

第
三
章
　
重
点
プ
ラ
ン

第
四
章
　
施
策
の
体
系

第
五
章
　
後
期
基
本
計
画
と
個
別
計
画

第
二
部
　

施
策
体
系
の
見
方

各
施
策
の
内
容

施
策
に
つ
い
て
は
指
標
を
設
定
中
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

＊
実
施
計
画(

平
成
２３
年
度
か
ら
平
成
２５
年
度)

は
現
時
点
で
の
案

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
１
月
２０
日
ご
ろ
に
予
定
さ

れ
て
い
る
総
合
開
発
計
画
審
議
会
の
開
催
を
受
け
て
、
再
度
議

会
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

５
号
機
の
耐
震
安
全
性
に
つ
い
て

１２
月
１５
日
原
子
力
安
全
・
保
安
院
原
子
力
耐
震
安
全
審
査
室
長

の
小
林
勝
氏
よ
り
浜
岡
原
子
力
発
電
所
５
号
機
の
耐
震
安
全
性
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

中
部
電
力
は
昨
年
８
月
に
発
生
し
た
駿
河
湾
地
震
を
踏
ま
え
、

５
号
機
の
増
幅
要
因
を
は
じ
め
耐
震
安
全
性
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
検
討
、
分
析
し
原
子
力
安
全
・
保
安
院
に
報
告
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
地
震
、
津
波
、
地
質
、
地
盤
等
の
専
門
家
か

ら
な
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
審
議
し
た
結
果
、
駿
河
湾
地
震

の
顕
著
な
増
幅
の
影
響
を
仮
想
的
東
海
地
震
（
特
に
大
き
な
地
震

動
を
原
発
直
下
に
置
き
５
号
機
の
揺
れ
を
増
幅
さ
せ
た
低
速
度
層

を
反
映
さ
せ
て
算
定
し
た
モ
デ
ル
）
に
反
映
し
た
場
合
に
お
い
て

も
、
５
号
機
の
耐
震
設
計
上
重
要
な
施
設
の
機
能
保
持
に
支
障
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
特
に
耐
震
設
計
上
重
要
な
施
設
の

機
能
で
あ
る
止
め
る
（
制
御
棒
の
挿
入
性
）、
冷
や
す
（
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
、
余
熱
除
去
系
配
管
）、
閉
じ
込
め
る
（
原
子
炉
圧
力
容
器
、

主
蒸
気
配
管
、
原
子
炉
格
納
容
器
、
原
子
炉
建
屋
）
等
の
主
要
な

施
設
の
評
価
を
実
施
し
た
結
果
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
機
能
維
持
に

支
障
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

栗
ノ
原
霊
園
の
条
例

改
正
の
要
因
は

当
初
か
ら
間
違
い
で

あ
っ
た
こ
と
が
今
回
分

か
り
、
正
し
い
地
番
に
訂
正
す

る
も
の
で
す
。

生
活
保
護
扶
助
事
業

は
就
労
ま
で
の
繋
ぎ
だ

と
思
う
が
、
市
と
し
て
は
就
労

努
力
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か

今
年
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
が
出
張
し
て
来
た

り
、
情
報
紙
の
提
供
も
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
職
員
が
相
談
者

の
対
応
に
追
わ
れ
て
大
変
で
す

が
、
就
労
支
援
に
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。生

活
保
護
担
当
者
を

増
や
す
考
え
は

県
の
Ｏ
Ｂ
を
相
談
支

援
員
と
し
て
臨
時
に
１

名
を
雇
用
し
週
２
回
勤
務
し
て

い
る
が
、
来
年
度
の
予
算
の
中

で
、週
５
日
、３０
時
間
以
内
の
要

求
を
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
生
活
保
護
の

実
態
は

生
活
保
護
者
は
近
隣

市
に
比
べ
率
は
高
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
対
応
職
員
は

若
干
少
な
い
状
況
で
す
。

民
間
保
育
園
運
営
事

業
で
１
、５
０
０
万
円

減
額
し
て
い
る
要
因
は

市
内
の
高
松
保
育
園

と
近
隣
市
の
保
育
園
に

扶
助
し
て
い
ま
す
が
、
近
隣
市

の
保
育
園
で
の
子
ど
も
の
減
少

が
要
因
で
す
。

子
ど
も
医
療
費
の
内

容
は中

学
生
の
入
院
が
１０

月
か
ら
対
象
と
な
り
ま

し
た
。
入
院
１
日
５
０
０
円
が

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

を
超
え
た
分
は
子
ど
も
医
療
と

高
額
医
療
費
に
該
当
し
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
ま
だ
申
請
は
あ
り

ま
せ
ん
。

介
護
保
険
認
定
調
査

費
中
調
査
業
務
委
託
料

に
つ
い
て
、
委
託
先
は

市
内
の
灯
光
園
、
清

風
園
の
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
、
遠
方
は
市
の
介
護
認

定
所
管
に
委
託
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

高
額
医
薬
品
が
増
え

て
い
る
が
、
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
状
況
は

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
使
用
は
医
師
の
判

断
の
中
、
同
等
の
効
果
が
あ
る

も
の
は
使
用
を
認
め
て
い
ま

す
。
高
額
な
医
薬
品
は
１
個
１０

数
万
円
し
ま
す
。
患
者
数
も
薬

品
も
増
え
て
い
ま
す
が
、入
院
、

外
来
収
益
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

奨
学
金
対
象
者
が
増

え
た
の
か

昨
年
度
ま
で
は
看
護

学
生
２
名
で
し
た
が
、

本
年
度
は
医
学
生
１
名
、
看
護

学
生
１０
名
が
奨
学
金
制
度
を
活

用
し
て
お
り
ま
す
。
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奨学金制度を利用して看護師になった職員


